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研究の背景･目的

研究の内容･成果

まとめと今後の展開

地域活性化につなげる木製品づくりの検討

林産試験場 性能部 構造・環境グループ 北橋善範

木製品づくりを地域の活性化につなげる取り組みの一つとして，林産試験場・

札幌市立大学・（社福）当麻かたるべの森の三者が連携し，地域の障がい者が生

産できる木製品の開発を行いました。今回は，取り組みの流れと，事業の成果で

ある木製品について紹介します。

当麻かたるべの森：
北海道当麻町にある授産施設。作業を通じた就業支援のほか，芸術作品の制作等を行う

地域の産業と福祉活性化の一助として，障がい者が生産に携わることのできる魅力的

な木製品を開発し，生産工程を確立，販売までを行いました（現在は当麻町くるみなの木

遊館にて取扱い）。今後は企業と福祉施設が連携して製品を生産する仕組みづくりを

行っていきたいと思います。

【取り組みの概要】

新 し い 木 製 品

製 品 の 開 発 過 程


